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質量 m 　　　　A．7418＊10　4 ［kg］
付加質量（X方向） m　x 　　　　A．671＊10　3 ［kg］
付加質量（Y方向） m　y 5．4032＊10＾4 ［kg］
z軸周りの慣性＋付加慣性モーメント IZZ＋JZZ1．5184＊10＾7 ［kg・m】
垂線問長 L 46 ［m］
平均喫水 d 2．85 ［m］
浸水面積 Sw 480 ［m＾2］
船体抵抗係数 Ct 　　　　　A32750＊10　3［一］
舵抵抗減少率 t　r 0，215 日
舵位置での有効伴流係数 w　r 0．22 日
舵の投影面積 虹 生25 ［m＾2］
舵軸のX座標 x　r 一22．649 ［m］
船体に作用する舵の干渉率の中心 x　h 一14．4 ［m］
船体に作用する舵の干渉力を表す係数 aH 0，219 ［一】
舵単独直圧特性の迎角に対する傾き fα 1．85 卜］
整流係数 γR 0．4998 ［一］
舵位置の有効流向に及ぽす旋回角度の
響を横流れ速度に換算する係数 1’R 一〇．77735 目
舵位置における速度減速率 Kx 0．6177 ［一］
プロペラ直径 Dp 2．2 ［m］
プロペラ回転数 n 5 ［1／s］
推力減少率 t　p 0，193 日
プロペラ位置での有効伴流係数 w　p 0．28989 日
プロペラピッチ角の補正定数 CtO 20．86 日
プロペラ推力係数の実験係数 CO 3．509177＊10㌧1日
プロペラ推力係数の実験係数 C1 　　　　　A．291329＊10　－2日
プロペラ推力係数の実験係数 C2 一〇．3064803 目
プロペラ推力係数の実験係数 C3 一〇．005197373 ［一］
プロペラ推力係数の実験係数 C4 3．784367＊10㌧4日
プロペラ推力係数の実験係数 C5 　　　　　A．681795＊10　－2［一］
プロペラ推力係数の実験係数 C6 一3．1869E－06 ［一］
プロペラ推力係数の実験係数 C7 　　　　　A．015531＊10　－3［一］
プロペラ推力係数の実験係数 C8 2．272834＊10㌧6［一］
プロペラ推力係数の実験係数 C9 一〇．1803216 日
サージに関する船体流体力の微係数 X’v 一〇．0111418 日




スウェイに関する船体流体力の微係数 Y’v 一〇．28689 ［一］
スウェイに関する船体流体力の微係数 Y，vr 一〇．13684 ［一］
スウェイに関する船体流体力の微係数 Y’r 一〇．00355849 卜］
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スウェイに関する船体流体力の微係数 Y’w 一〇．55403 ［一】
スウェイに関する船体流体力の微係数 Y，rr 0．128952 卜］
Yawに関する船体流体力の微係数 N’v 一〇．14076 卜］
Yawに関する船体流体力の微係数 N’vr 一〇．16903 ［一］
Yawに関する船体流体力の微係数 N’r 一〇．0612311 目
Yawに関する船体流体力の微係数 N’vv 　　　　　A．974819＊10　－1［一］
Yawに関する船体流体力の微係数 N’rr 　　　　　A．117956＊10　－1［一］
バウスラスタのX座標 xB 17．5 ［m］
スタンススラスタのX座標 x　S 一18．8 ［m］
舵の時定数 Trud 11．9 ［s］
プロペラピッチの時定数 TCPP 2．8571 ［s］
正面風圧投影面積 Ao　f 58．1 ［m＾2］
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size s . NumOutputs = 1; % dynamicauy sized 
sizes.Ntimlnputs =21; o/.dynamicallysizod 
sizes.DirFeedthrough = 1; % has direct feedthrough 
sizes.NumSampleTimes = 1; 
sys = sinsizes(sizes); 
str = D; 
xO =D; 
ts = [o o]; '/. inherited salnple time 




o/o lieturn the output vector for the S -function 
% 
o/o 
function sys = mdlOutputs(t,x,u) 


















A2=[a211 a212 O;a221 a222 O;O I O]; 
B2=[b211;b212;O]; 
o/o~;;~a)~x~~ 
Qs;diag([1.0 18.6016128 1_860164e+1]); 
o/oQs = (1/3)*diag([1.0 58.82346470584676 58.8235327058823]); 
R=0.001; 
myu=0.01; 
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％t＝1まではひとつの皿で解く。
㌶tく1
　　set㎞is（日）　　％LMIの初期化
％行列変数の定義
X＝㎞vξur（1，［31】）；％type1対称ブロック構造で（3×3）、フル対称ブロックとしての宣言
％LM1各要素の定義
％tくoまでLMIはひとつ
hnite㎜（【111XLA1，1，，sう
h血tenn（［1110】，。B1魯麺v（R〉魯B1う
㎞iterm（【12201，・eye（3））
hnitem（【121Xl，Qs，1）
㎞tem（【・211幻，ノIL1，1，蟹sう
㎞term（至一2110聾，嘩B1含孟鰹v（R）需B1う
㎞tem（【・2220】，一eye（3））
h丑item1（1・221鴎，Qs，1）
h瓢瞳te㎜（【・311X】，1，1）
LMISYS＝gedmis
％P＞0
％内部出力㎜SYSの出力
［t血，xjbashbasp（㎜SYS）；％可解性のチェック
X1＝dec2m欲t（㎜SYS，x飴as，X）　％tmin〈0の時可解である。Pを解く
Kニ（血v（R））禽（B1璽）愛血vQく1）； ％状態フィードバックゲインKの計算
uO＝・K純u（2）；u（3）；u（4）1；％入力の決定
sys＝uO
else
％LMIの定義
set㎞is（0）　　％LMIの初期化
％行列変数の定義
X＝：㎞var（1，【311）；％type1対称ブロック構造で（3x3）、フル対称ブロックとしての宣言
％LMI各要素の定義
％サンプリング1のLMI
h血tem（［111X璽，A1，1，，sウ
h血te皿（【1110】，・B1悔沁v（R）喪B1’）
㎞item1（【1220］，・eye（3））
hnite皿（［121Xl，Qs，1）
㎞iterm（卜11101，myu＊eye（3））
hnite㎜（［一211XLA1，1，書s9）
㎞item（1・21101，一B1去inv（R）史B1響）
hnite㎜（卜22201，・eye（3））
hnite㎜（【・221XI，Qs，1）
1㎞i搬m（【21101，my“重eye（3））
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％サンプリング2の㎜
㎞tem（【311×1，A2，1，留s響）
hnitem（【3110】，・B2饗i皿亟）愛B2）
㎞iわem（【3220】，一eye（3））
㎞te㎜（｛321X｝，Qs，1）
㎞item（圧・3110】，myu士eye（3））
㎞tem（［・411X】〆記2，1，璽sう
㎞重em（卜41101，一B2士血v（R）悔B21）
hniterm（｛842201，・eye（3））
㎞もem（［一421幻，Qs，1）
hnitenn（【4110］，myu＊eye（3））
％X＞0
㎞item（圧・511X】，1，1）
㎜SYS＝ge㎞
％P＞0
％内部出力LMISYSの出力
圧t血，xjbashbasp（㎜SYS）；％可解性のチェック
X1吋ec2mat（㎜SYS，x艶as，X）　％t血く0の時可解である。Pを解く
K＃（hlv（m）禽（B1う費血vQく1）； ％状態フィードバックゲインKの計算
uO＝一K＊［u（2）lu（3）；u（4）】；％入力の決定
sysニuO
end
％e面md10u㌻puts
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